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Doctor of Philosophy in Medical Science（Ph.D.）

【博士前期課程】
　博士前期課程では、産業衛生学の基盤となる共通の知識を付与した上で、職場や作業の改善
及び就業者の健康管理に関する様々な課題に対して医学、工学、看護学の方法論を応用して取り
組み、専門的な深い知識と技術を与えて、産業衛生学上の課題を探究し、高い実務能力を有する
専門家を養成します。
博士前期課程　学位の名称：修士（産業衛生学）Master of Occupational Health

【博士後期課程】
　博士後期課程では、本学大学院博士前期課程や他大学大学院修士課程で付与された科学的
知識や技術をさらに発展させ、産業衛生学上の課題に対して、自らが主体的に問題の本質を見極
め、その解決のための手法を開発し、導き出された科学的根拠を基に産業衛生学上の課題解決
を図ることができる高度の能力と豊かな学識を有する研究者、教育者等を養成します。
博士後期課程　学位の名称：博士（産業衛生学）Doctor of Philosophy in Occupational Health



産業精神保健学領域

放射線衛生管理学領域

高年齢労働者社会医学領域

災害産業保健学領域
災害産業保健学は、災害時および復興までの労働者の健康を守るための学問であり、個別・集団に対するアプローチに関する新たなエ
ビデンスを創出します。また、事前準備や事業継続計画もその研究範囲です。また、外部支援チームとしての産業保健の在り方、チーム
構成・運営、ほかの災害支援チームとの連携の手法などについても研究対象です。本プログラム終了後は大災害発生時の産業保健支
援チーム（DOHAT）の中核メンバーの一人として活動できます。

両立支援科学領域
治療と仕事の両立支援とは、病気や障害を持ち、働く意欲がある労働者が就労を継続できるよう医療機関と職場、ならびに支援機関が
行う支援です。医療機関と職場側の双方の視点を持ち、産業医科大学病院での両立支援のデータ等を用いて、職務適性の評価方法や
効果的な支援について学びます。

産業医学実装科学領域
産業医学実装科学は、研究から得られた知見やエビデンスを産業保健分野における疾病予防や健康保持増進のため施策や活動に効果
的に実装する方法を研究する領域です。効果が証明されている健康施策が現場に浸透しない「エビデンス・ブラクティスギャップ」に対
し、実装科学の手法を用いて戦略を立案し効果を検証する研究を行います。

本領域は、高年齢労働者の増加に伴う労働災害の予防や新たな産業保健の課題への対応を目的とします。公衆衛生、産業保健、社会医
学、臨床医学、基礎医学に加え、工学、経済学など多分野との協力が不可欠です。高年齢労働者に関する現状と課題を学び、研究力と応
用力を養成します。科学的根拠と現場のニーズを踏まえた対策を立案・実践できる人材育成を目指します。
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